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国土交通省生産性革命プロジェクトのひとつとして「観光産業の革新」が挙げられており，観光産業を

我が国の基幹産業にすることが謳われている．しかしながら，観光交通は低頻度の非日常交通であり，定

点観測調査やアンケート調査で実態を精度良く分析・把握することに限界があった．一方，ICT の進展に

より，近年は携帯電話の位置情報，SNS の書き込みの分析等，ビッグデータの活用による観光客の動態把

握への取り組みが進みつつあり，自動車の位置情報である ETC2.0 プローブ情報についても，観光分野へ

の活用が期待されている．本稿では，ETC2.0 プローブ情報を観光交通の実態把握に用いる際の考え方や

留意点について，実データを用いた分析の試行を踏まえ，とりまとめたものである．  
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1. はじめに 

 

観光立国実現に向けて政府一丸となった施策 1)が推進

される中，位置情報等を活用した観光行動の調査・分析
2)に関する研究が各方面で取り組まれている．観光交通

の分野においては，携帯電話による位置情報の蓄積デー

タ等を観光交通の実態把握のための基礎情報として活用

する可能性の検討 3) , 4) , 5) ,6)等が試みられている． 

一方，国土交通省が中心となり収集している「ETC2.0

プローブ情報」は，ETC2.0 車載器を搭載した車両の位

置に関する時系列データ（位置情報）であり，車両の経

路把握等が可能という特徴 7)を有している． 

国土交通省では，ETC2.0 プローブ情報を高速道路の

料金施策 8), 9)，特殊車両通行許可施策 10)，生活道路にお

ける交通事故対策 11)，車両運行管理支援サービス 12)等へ

活用する取り組みを進めており，実社会における活用が

広がっている．さらに，国土技術政策総合研究所では， 

ETC2.0 プローブ情報を利用した交通状況診断のための

データ分析手法 13) ,14) ,15) ,16) ,17) ,18) ,19) 等の研究に取り組み，地

方整備局等への手法展開を図っている．  

本稿では，ETC2.0 プローブ情報等を用いて，観光地

までの走行経路把握，観光地の滞在時間の推定，来訪時

刻による滞在時間の特性把握，観光滞在箇所のヒートマ

ップ作成を試行し，定量的なデータに基づく観光交通実

態の把握方法について，考察するものである． 

 

2. 現状と課題 

 

観光立国を目指すための具体的・科学的な施策検討に

不可欠である観光統計については，国土交通省観光庁に

おける既往検討 20)において，表-1 に示される課題が挙げ

られている．文献 2)では，「これまでの調査票による統

計データでは，観光客の行動・動態については分析が困

難」とし，これを踏まえ，位置情報等を活用した観光行

第 55 回土木計画学研究発表会・講演集06-09



 

 2

動の調査・分析の方向性について，主に携帯電話のGPS

機能により収集された位置情報の活用を前提とした整理

が行われている．一方，2017 年 3 月 28 日に閣議決定さ

れた観光立国推進基本計画 21)では，観光旅行者の来訪促

進や利便性向上を図るため，ETC2.0 サービスの活用等

が謳われている．ETC2.0 プローブ情報の観光交通分野

への適用については，文献 22), 23)において観光関連指

標への ETC2.0 プローブ情報の使用可能性が整理される

とともに，栃木県那須高原地域を対象とした実証的な観

光行動分析が行われている．しかしながら，分析時点に

おける ETC2.0 車載器普及率の低さ（サンプル数の少な

さ）から既往文献では集計期間が半年以上に及ぶゾーン

単位の集計分析となっており，時間や場所をピンポイン

トで絞った分析については可能性を示すに留まっている． 

 

3. 観光交通実態の把握における ETC2.0 プローブ

情報の活用可能性 

 

(1) ETC2.0プローブ情報の活用にあたっての留意事項 

ETC2.0 プローブ情報は，市販の ETC2.0 車載器を搭載

した車両が，高速道路や直轄国道等に設置されている路

側機と無線通信を行うことにより収集される情報であり，

車両の位置情報，時刻，加速度等の情報が含まれる（図

-1）．ETC2.0 プローブ情報ではプライバシーに配慮し，

エンジン on/off から一定範囲のデータは収集されないこ

と，車両に割り振られる ID が日毎に変化するため日を

またいだ経路分析ができないこと，個人属性（性別，年

齢等）は不明であること等が留意点として挙げられる．

また，携帯電話等により収集された位置情報にも共通し

て言えることとして，ETC2.0 プローブ情報では移動目

的を正確に知ることはできない．このため，観光を目的

とした交通と，業務・通勤・その他私事等を目的とした

交通の分離にあたっては，ETC2.0 プローブ情報に含ま

れる自動車の種別（大型，普通，小型，軽自動車，軽二

輪）・用途（乗用，貨物，特殊，乗合）の組み合わせや

平休日の別等から，一定の条件を設定して観光交通を推

定し，データを抽出する必要がある．さらに，分析の用

途によっては，ETC2.0 プローブ情報における立ち寄り

地の周遊パターン，立ち寄り地の滞在時間等を整理・分

析した上で，閾値の組み合わせ等から，さらに観光交通

と推定されるデータを抽出する必要がある場合も考えら

れる． 

ETC2.0 車載器の累計セットアップ台数 24)は 2017 年 3

月現在で約 240 万台に上り，文献 22)分析時点の約 9 万

台，文献 23)分析時点の約 65万台から急速な伸びを示し

ている． 

なお，ETC2.0 プローブ情報の特徴についての詳細は

文献 7)に詳しい． 

(2) ETC2.0 プローブ情報の活用による観光交通実態の

把握可能性 

代表的な観光統計のうち，「観光入込客統計」につい

ては，共通基準 25)に基づき調査が実施・公表 26)されてい

る．観光地域経済の「見える化」の推進事業 27)において

は，携帯電話により収集した位置情報を活用することに

より，観光周遊動態や地域への観光入込客数を把握し，

把握した観光入込客数に観光消費単価を乗じて観光消費

額を算出する手法が検討されている．一方，ETC2.0 プ

ローブ情報は，観光交通実態把握への活用が期待される

位置情報ではあるものの，自動車による移動に限定され

たサンプルデータであることから，網羅的な統計量の把

握には優位性を発揮しづらいものと思料される． 

既往文献 23)では，観光に関連する代表的なミクロ指標

を抽出し，更に ETC2.0 プローブ情報の利用可能性を整

理している．ここでは，さらに既往文献 2) , 7) , 13)における

研究成果から，観光交通の実態分析における ETC2.0 プ

ローブ情報の利用可能性について再整理した（表-2）．

このようにミクロ的な観光交通実態の幾つかは，ETC2.0

プローブ情報による把握が可能であると考えられる． 

 

表-1 観光施策の立案における観光統計の課題 

No. 具体的・科学的検討の課題 

1 包括的な体系が構築されていない 

2 基準が統一化されていないため地域間比較ができない

3 標本が小さく分析に必要な精度が確保されていない 

 

● ETC2.0プローブ情報
・匿名⾞両の200m毎の位置・時刻（⾛⾏速度）
・匿名⾞両の前後左右の加速度，ヨー⾓速度
・⾞両情報（⾃動⾞の種別・⽤途等）

匿名車両の走行位置 等 3

 

図-1 ETC2.0プローブ情報の概要 

 

表-2 ETC2.0プローブ情報の活用が有効と考えられる観光交

通実態の分析項目 

No. 実態分析項目 備考 

1 観光客の利用経路  

2 観光客の居住地（発地）  

3 観光客の立ち寄り地  

4 観光客の宿泊地 日を跨ぐ停車を宿泊と推定

5 立ち寄り地等の発着時刻  

6 立ち寄り地の滞在時間  

7 立ち寄り地の滞在特性  

8 観光客の周遊パターン  

9 観光客の滞在分布  
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4 ETC2.0プローブ情報を用いた分析の試行 

 

ここでは，前章表-2 で示した分析項目のうち，観光客

の利用経路，立ち寄り地の滞在時間，立ち寄り地の滞在

特性，観光客の滞在分布について，茨城県・筑波山地域

を対象に分析し，ETC2.0 プローブ情報による把握可能

性を実証的に検証する． 

 

(1) 分析対象地域の概要 

（株）ブランド研究所が 2009 年より調査・公表して

いる「都道府県の魅力度ランキング 28)」において，茨城

県は 2012 年の 46 位を除き，最下位の 47 位に位置づけ

られている．一方，2015年度観光入込客数 25) ,26)では，茨

城県はデータを公表している 38都道府県の中で 12位と

健闘しており，魅力度ランキングの位置づけに反して多

くの観光客が茨城県を訪れている．茨城県の平成 27 年 

観光客動態調査報告書 26)によると，観光入込客の過半

（52.9%）は県内居住者であり，県外では千葉県

（11.7%），埼玉県（8.2%），東京都（7.8%）からの入

込が多い．利用交通機関は自家用車利用が 88.5%を占め

ている． 

 

 (2) 分析対象期間 

本稿では，観光シーズンである 2016 年のゴールデン

ウィーク期間（4月 29日～5月 8日の 10日間）における

ETC2.0プローブ情報を用いた． 

 

(3) 集計条件 

集計条件を表-3に示す． 

 

(4) 利用経路に関する分析結果 

2016 年のゴールデンウィーク期間に筑波山地域に来

訪した車両の多くは首都圏発で，首都高速道路，東京外

かく環状自動車道および常磐自動車道を利用し，谷田部

インターチェンジまたは土浦北インターチェンジを経由

している．北関東自動車道から桜川筑西インターチェン

ジを経由したものも見られる（図-2）． 

 

(5) 滞在時間および滞在特性に関する分析結果 

筑波山地域における滞在時間は 4～5 時間が 23%と最

も多く，5 時間以内の滞在が約 80%を占める（図-3）．

また，6 時台～9 時台に筑波山地域に到着した車両は 3

～5 時間といった比較的長時間の滞在が多く，10～13 時

台に到着した車両は 2時間以内といった比較的短時間の

滞在が多い（表-4）．さらに，延べ滞在車両数をみると，

9 時台～12 時台に筑波山地域に滞在している車両が多い

（図-4）．筑波山地域では，①朝早く来訪する観光客は

登山を楽しむ等比較的長く滞在すること，②午後から来

訪する観光客はケーブルカー等で山頂を目指す等比較的

短時間の滞在をしていること，その結果，③9 時台～12

時台に観光客の駐車需要が多いことが伺える． 

 

表-3 筑波山地域の観光実態分析の試行に用いるETC2.0プ

ローブ情報（様式 1-2）の集計条件 

No. 集計条件 

1 トリップの終点と次のトリップの起点の距離が 2km以

下 

2 終点と起点の間の時間が 10分以上 

3 市営筑波山駐車場・県営筑波山つつじヶ丘駐車場から

半径 1km以内に終点及び起点を持つ 

 

筑波山

桜川筑西IC

土浦北IC

谷田部IC

 

図-2 筑波山地域の滞在車両の利用経路 
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図-3 筑波山地域の滞在時間分布 

 

表-4 筑波山地域の時間帯別滞在時間帯別車両数 

(車両)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 合計
　～1時間 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 3 1 4 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 15
1～2時間 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 2 0 5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11
2～3時間 0 0 0 0 0 0 1 2 2 0 2 1 1 2 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 14
3～4時間 0 0 0 0 0 0 4 3 2 1 2 2 2 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19
4～5時間 0 0 0 0 0 0 3 4 6 4 1 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23
5～6時間 0 0 0 0 0 0 1 2 2 1 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9
6～7時間 0 0 0 0 0 0 1 0 0 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5
7～8時間 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
8時間以上 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

合計 0 0 0 0 0 0 12 13 15 11 12 13 6 12 4 2 1 0 0 0 0 0 1 0 102

到着時間帯

 

0% 0% 3% 6% 9% 12%13%13%12%11% 9% 7% 3% 2% 1%
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図-4 筑波山地域の時間帯別延べ滞在車両数 
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筑波山

国営ひたち海浜公園

大洗リゾートアウトレット
大洗マリンタワー
大洗磯前神社
アクアワールド茨城県大洗水族館

笠間つつじ公園

友部SA

イオンモールつくば

イーアスつくば

つくばわんわんランド

イオンモール水戸内原

イオンモール土浦

 
図-5 茨城県域における観光客の滞在分布ヒートマップ 

 

(6) 観光客の滞在分布に関する分析結果 

2016 年のゴールデンウィーク期間において，滞在件

数に滞在時間を重みづけたカーネル密度分布 29)により，

茨城県内の滞在分布ヒートマップを作成した（図-5）．

水戸，日立，土浦，つくば，ひたちなか等の各市街地で

密度が高くなっており，大規模商業施設のほか，筑波山，

国営ひたち海浜公園，大洗水族館等の景勝地，観光施設

周辺において密度が高く，観光客が多いことが伺える． 

 

5. まとめ 

 

本研究では，観光交通実態の把握について，ETC2.0

プローブ情報の活用が有効と考えられる分析項目を整理

し，2016 年ゴールデンウィーク期間のデータを用いて

茨城県・筑波山地域を対象に分析を試行した．試行の結

果，筑波山地域においては，朝早く来訪する観光客は登

山を楽しむ等比較的長く滞在し，午後から来訪する観光

客は比較的短時間の滞在をする傾向にあるという 2種類

の行動パターンを浮き彫りにする等，来訪者の行動パタ

ーンに応じた観光戦略立案につながる分析手法を見出す

ことができた．今後は，来訪者の特性（出発地分布，日

帰り/宿泊の構成，滞在・周遊特性）等を踏まえ，位置

情報以外の統計データ，個人属性（性別，年齢等），

RESAS30)や観光予報プラットフォーム 31)等で提供される

観光ビッグデータ等，様々なデータを組み合わせた多角

的な分析により，道の駅の立地計画や周遊ルートの隘路

の改良等，具体の道路施策につなげていくことが考えら

れる． 

なお，課題としては，観光客の周遊パターンは無数に

あり得ることから，個車の経路のそのままでは具体の施

策立案に結びつけづらいことが挙げられる．今後は，類

似度の高い滞在行動を集約化し，主要な周遊パターンに

集約する手法 32)等の研究について，引き続き検討を進め

る必要がある． 

さらに根源的な課題としては，ETC2.0 車載器の普及

率と ETC2.0 路側機の偏在が挙げられる．前者について

は，ETC2.0 車載器導入助成や料金施策等により普及を

図っているところである．また，後者については，

ETC2.0車載器の走行履歴蓄積容量が概ね 80km分である

ことから，最寄りの高速道路・直轄国道の路側機まで遠

い地域のデータが得にくいという課題がある．対応策と

しては，車載器の蓄積容量の拡大と，路側機の設置を増

やして ETC2.0 プローブ情報の収集機会を増やす方法が

考えられる．車載器の蓄積容量拡大による対応は，路側

機の通信範囲が概ね 20m（60km/hで 1秒強）に過ぎない

ため，路車間通信のデータ量が増大すると通信時間不足

により通信失敗の可能性が高まるおそれがある．国土技

術政策総合研究所では可搬型 ETC2.0 路側機 33)を開発し

ており，イベント開催時，災害時，生活道路等における

臨機な設置運用に向け，実道での検証・評価を行う計画

である． 

また，ETC2.0 プローブ情報は改正個人情報保護法

（2017 年 5 月 30 日施行）における「匿名加工情報 34)」

であるが，人里離れた一軒家近傍を起終点とする

ETC2.0 プローブ情報など，個人の行動を推測できるよ

うな「特異な記述」にあたるデータについては，分析対

象データから削除する等の配慮が必須となる． 
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